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　桜が満開を迎え、恵みの雨を受け木々や植物が先を争って芽吹き、一気に春らし

くなった今日この頃、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか？　春から新緑の季節

へと移る頃、皆様に支部便りをお届けできると思います。

　今回の支部便りは、主に総会資料となります。今年の総会は、昨年に引き続き対

面での実施を計画しております。難病の方の在宅療養生活を支える難病診療連携

コーディネーターによる研修会や皆様との交流など、事務局一同準備をしてお待ち

しております。ぜひ、ご参加ください。

　社会や難病を取り巻く状況が変化する中、少しでも皆様のお力になれますように

活動を続けていきたいと思います。皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたし

ます。（あ）

編集後記

この支部だよりは歳末助け合い共同募金の助成金で発行しています
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支部長挨拶
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ALS協会　秋田県支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　中　村　朝　夫

　皆様、こんにちは！日頃の支部活動へのご協力、ご支援に感謝申し上げます。また今日

はお忙しい中、お集まり下さいまして誠にありがとうございます。

　昨年は４年ぶりに対面で開催しまして、お陰様で皆様の元気な姿を拝見する事が出来ま

した。ありがとうございました。今年は更に皆様の笑顔が増えている事を期待しております。

　長い間、コロナ禍で本来行うべき事が出来ませんでしたが、昨年は患者訪問を行いまし

た。また会員、家族などの皆様に観覧していただきまして器楽演奏会とマジックショーを

行う事が出来ました。今後も意志を繋いで継続していきたいと考えております。皆様のご

参加をお待ちしております。

　支部として喫緊の課題は、会員の増員ですが難しい事です。しかしそうする事により、

活動に幅が出ます。心を一つにして、力を合わせて取り組みたいと思います。

　皆様のご協力を宜しくお願い致します。

　反省として・・・毎年のように患者訪問すると目標に掲げておりましたが、結果的には

一部分で行っただけで継続して行う事が出来ませんでした。今後の課題と致しますので、

宜しくお願い致します。

　昨年好評でした器楽演奏を予定しております。皆様お揃いで観覧くださいますようご案

内致します。

　末筆ながら皆様のご健勝と平和をお祈り致します。
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令和７年度日本ALS協会秋田県支部総会資料

令和６年度　活動経過報告書

年 月 日 事　　　項 場　　所 内　　　　容

R６

　
４

5 ＪＡＬＳＡ編集会議 オンライン 長谷部参加

10 会計監査 佐々木宅

14 ＪＡＬＳＡ理事会 ウィリング横浜 長谷部参加

20 事務局会議 オンライン 支部総会・災害対策について

27 難病連理事会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

５

11 難病連総会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

18 事務局会議 オンライン 支部総会資料・準備について

25 ＪＡＬＳＡ定時社員総会 ウィリング横浜 星・長谷部参加

26 ＪＡＬＳＡ理事会 ウィリング横浜 長谷部参加

29
難病支援ネットジャパン

総会
札幌市 長谷部参加

６

5 ＪＡＬＳＡ編集会議 オンライン 長谷部参加

10 「杳かなる」上映会 豊島区 長谷部参加

15 支部総会・交流会 遊学舎

17 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

21 ＪＡＬＳＡ臨時理事会 オンライン 長谷部参加

７

6 難病連理事会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

17 グラビア撮影 さいたま市 長谷部参加

20 事務局会議 オンライン 支部だよりについて

26 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

８

6 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

18 ＪＡＬＳＡ臨時理事会 オンライン 長谷部参加

24 ＪＰＡオンライン交流会 オンライン 長谷部参加

31 事務局会議 オンライン 支部だよりについて

９

3 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

7 難病連理事会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

28 事務局会議 オンライン 患者訪問について
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年 月 日 事　　　項 場　　所 内　　　　容

R６

10

2 ＪＡＬＳＡ編集会議 オンライン 長谷部参加

10 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

19 事務局会議 オンライン
支部だよりについて
会員募集・寄付について
今後の支部活動について

11

3 ＪＡＬＳＡ理事会 ウィリング横浜 長谷部参加

9 事務局会議 オンライン
支部だよりについて
患者訪問について
事務局会議開始時間について

22 福祉用具ヒアリング オンライン 長谷部参加

25 ＪＡＬＳＡ編集会議 オンライン 長谷部参加

12

1 全国支部担当者会議 ハイブリッド 中村・長谷部参加

2-4
国際ＡＬＳ／ＭＮＤ同盟

アライアンスミーティング
モントリオール 長谷部参加

9 他団体患者会との面談 オンライン 長谷部参加

14 クリスマス交流の集い 社会福祉会館 佐藤・長谷部参加

15 ＪＡＬＳＡ臨時理事会 オンライン 長谷部参加

21 事務局会議・発送 長谷部宅 支部だより 73 号 427 件発送

23 福祉機器ヒアリング オンライン 長谷部参加

27 葬儀参列 秋田市 長谷部参列（大学病院医師）

R７

1

18 事務局会議 オンライン HP 更新・支部総会について

19-
25

ＪＡＬＳＡグラビア写真展 東京都 長谷部参加

2

1 難病連理事会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

5 ＪＡＬＳＡ編集会議 オンライン 長谷部参加

16 ＪＡＬＳＡ理事会 オンライン 長谷部参加

22 ふれあい相談会
心身障害者総合
福祉センター

佐藤・長谷部参加

3

3 写真展打ち合わせ オンライン 長谷部参加

8 遺伝に関する勉強会 オンライン 長谷部参加

9 「杳かなる」上映会 名古屋市 長谷部参加

15 事務局会議 オンライン 支部だより・総会について

16 ＪＡＬＳＡ拡大部会長会議 ウィリング横浜 長谷部参加

23 北海道東北ブロック会議 オンライン 長谷部参加

30 グラビア撮影 八戸市 長谷部参加
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令和６年度　会計報告書
（2024年4月1日～2025年3月31日）

《収入の部》

項　　目 予算額 決算額 増　減 内　　容

日本ＡＬＳ協会より 184,000 184,000 0 活動助成金

皆 様 よ り の 寄 付 170,000 173,167 3,167

J A L S A 会 費 24,000 56,000 32,000

ケ ア ガ イ ド 1,500 0 −1,500

共 同 募 金 会 120,000 54,000 −66,000 難病連経由

雑 収 入 2 27 25 貯金利子

前 年 度 繰 越 金 243,833 243,833 0

計 743,335 711,027 -32,308

《支出の部》

項　　目 予算額 決算額 増　減 内　　容

支 部 だ よ り 220,000 203,940 −16,060 印刷製本費（73 号）

活   動   費 70,000 67,497 −2,503 会議費、ＨＰ

通   信   費 140,000 100,341 −39,659 送料、切手、ハガキ、電話

事   務   費 2,000 5,902 3,902 宛名シール、事務用品

負   担   費 27,200 27,200 0 秋田県難病連

図 書 購 入 費 0 0 0

予   備   費 90,000 66,000 −24,000 ＪＡＬＳＡ会費送金

計 549,200 470,880 −78,320

収　　入 711,027

支　　出 470,880

差し引き 240,147（次年度へ繰越し）

（単位：円）
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令和７年度　活動方針
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令和７年度　会計予算書
（2025年4月1日～2026年3月31日）

《収入の部》

項　　目 前年度予算額 予算額 増　減 内　　容

日本ＡＬＳ協会より 184,000 180,000 −4,000 支部活動助成金

皆 様 よ り の 寄 付 170,000 170,000 0

J A L S A 会 費 24,000 24,000 0

ケ ア ガ イ ド 1,500 1,500 0

共 同 募 金 会 120,000 54,000 −66,000 歳末助け合い助成金

雑 収 入 2 3 1 貯金利子

前 年 度 繰 越 金 243,833 240,147 −3,686

計 743,335 669,650 −73,685

《支出の部》

項　　目 前年度予算額 予算額 増　減 内　　容

支 部 だ よ り 220,000 400,000 180,000 印刷製本費（74・75 号）

活   動   費 70,000 70,000 0 会議費、ＨＰ

通   信   費 140,000 100,000 −40,000 送料、切手、ハガキ、電話

事   務   費 2,000 2,000 0 宛名シール、事務用品

負   担   費 27,200 24,800 −2,400 秋田県難病連年会費

図 書 購 入 費 0 0 0

予   備   費 90,000 50,000 −40,000 ＪＡＬＳＡ会費送金等

計 549,200 646,800 97,600

収　　入 669,650

支　　出 646,800

差し引き 22,850（次年度へ繰越し）

（単位：円）
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令和７年度　秋田県支部役員名簿

役 職 名 氏　　名 備　　　考

支 部 長 中　村　朝　夫 患　者

事 務 局 長 長谷部　ひとみ 遺　族

事 務 局 員

鈴　木　光　子 支援者

木　下　彩　子 支援者：会計担当

齊　藤　康　子 患者家族

星　　　佳　子 支援者

佐々木　奈々子 支援者

武　田　佳　子 支援者

会 計 監 査
佐　藤　夕　子 支援者

田　村　沙央里 支援者

相 談 役

廣　田　紘　一 医　師

豊　島　　　至 医　師

石　黒　英　明 医　師

芋　田　　　強 医　師

小　林　道　雄 医　師

和　田　千　鶴 医　師

鎌　田　幸　子 医　師

大　川　　　聡 医　師

原　　　賢　寿 医　師

松　本　る　い 大潟村

山　口　貴美子 支援者

地 域 世 話人
櫻　田　美　穂 能代市

田　中　清　和 横手市
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日本ALS協会　秋田県支部規約

設　定：昭和61年5月10日（改：H11.9.4）　（補正：H23.6.18）

１．本会は日本ALS協会秋田県支部（略称：JALSA秋田）とする。

 

２．本会は、地域社会への啓発とALS（筋萎縮性側索硬化症）をとりまく療養環境の改善を図

 ることを目的とし、日本ALS協会本部と緊密な連携をとりながら、次の活動を行う。

　

 ①会員相互の交流、研究活動

 ②患者の療養環境改善のため、常に関係者と連携し充実をめざす。

 ③未入会患者家族への常に関係者と連携し、充実をめざす。

 ④ALSについて啓蒙や情報活動に努める。

 ⑤その他

 

３．会員は、原則として秋田県内在住の日本ALS協会正会員、賛助会員、特別会員をもって

構成する。

 

４．役員は次のとおりとし、任期は原則として1年、再任を妨げない。

　　支部長、副支部長２名、事務局長、運営委員（事務局）若干名、会計監査２名、そのほか

に相談役、地域世話人を設ける。

 

５．支部長は総会や役員会を開き、支部の運営に当たる（必要に応じ、地域交流会を開く）。

 

６．支部総会は原則として年１回とし、次のことを決める。議決は出席者の過半数をもって

成立する。

　

 ①役員選出

 ②活動報告、決算報告

 ③活動方針、予算の決定

 ④規約の改廃、その他

 

７．事務所は支部長宅に置くことを基本とする。

 

８．支部活動に必要な経費は寄付金、助成金、その他の収入でまかなう。

 

９．会計年度は、４月１日から翌年３月31日までとする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田市保健所　健康管理課

保健師　今野　久美子

　みなさまこんにちは、秋田市保健所健康管理課で難病担当の保健師をしている今野と申し

ます。いつもみなさまの活動やこの支部便りをとても頼りにしています。

　私は20数年前、保健師として採用されたときに、この難病担当の保健師として配属されま

した。その時に初めてお世話になったのが現事務局長のお母様お父様と、そして、その支援

を担当されていた訪問看護師さんなどスタッフの方々でした。ご病気のことや、療養生活の

こと、いろいろな思いなどを教えて頂きました。これから在宅療養を始める患者さんご家族

と支援者の方と一緒にご自宅にお邪魔させて頂いたこともあり、本当に沢山のことを教えて

頂きました。そしてご縁があって、３年前からまたこの担当に戻ってくることができ、今に

至ります。

　難病の法律が整備され、医療も進歩し、福祉サービスもかわり、通信技術も発展し、20年

前とはかわっていることが多くありますが、病気が分かったときの不安や、生活をしていく

中での困りごと、家族や支援者の思い等、今もかわらないものもあると思っています。以前

より便利になった反面、コロナ禍を経てから、患者さんやご家族の方、また支援者の方々と

直接保健所の窓口でお会いする機会が減ってしまっているように感じます。

　保健所では、在宅で人工呼吸器を利用されている難病の方のお宅に訪問して、療養状況を

お聞きしたり、災害時の備えを一緒に確認することを行っております。災害への備えは人工

呼吸器を使用していない方やご家族も定期的に考えておくことは重要です。「こんな場合はど

うしよう？」などの不安があれば、すぐにご相談ください。

　保健所の保健師は、特定医療費の受給者証のことだけでなく、みなさまの療養生活におけ

る患者さんとご家族の支援者として長くお付き合いさせて頂きたいと思っています。窓口に

おいでになった際や電話等においても、みなさまからの相談やちょっとした近況報告もお待

ちしております。

　今後ともお付き合いのほど、よろしくお願いいたします。

保健所保健師よりみなさまへ
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「ALSケアガイド」の購入申し込みは、
　秋田県支部へお願いします。

1-1-7カーサ九段405



als.akita2021@gmail.com
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※（太ワク内の該当する部分をご記入ください）FAX 018－832－8778
日本ＡＬＳ協会
会　長　殿

私（当団体）は、貴会の趣旨に
賛同し次のとおり入会を申し
込みます。 令和　　　　年　　　　月　　　　日

入 会 申 込 書

入会者氏名

団 体 名

代表者氏名

会員区分

協　　会
使 用 欄

住　　所
（会報等
送付先）

団
体
の
場
合

フリガナ

フリガナ

フリガナ

性別（男・女）
 昭和・平成　　　年　　　月　　　日生（　　　才）

□正会員　　議決権を持つとともに、会運営上の責任を分かち担う
　（個人のみ）（患者・同居家族は原則として正会員）　　年会費４千円

□賛助会員（個人）　　年会費４千円×口数　　　　　　　 口
□賛助会員（団体）　　年会費５千円×口数　　　　　　　 口

□患者本人 □同居家族 □別居家族
□親族 □遺族 □その他一般
□医師 □医療・保健・福祉関係
※専門職の場合、科目・職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．自宅 ２．勤務先 ３．その他 〒（　　　－　　　　）

ＴＥＬ ＦＡＸ

Ｅメール

入会者が次のいずれかの場合はお書きください
□患者本人である　⇨家族名 続柄
□家族・親族である⇨患者名 続柄

勤 務 先

業 種

（医療／福祉関係者はなるべくお書き下さい）

（団体会員の場合はお書き下さい）

（摘　要） （会員番号） 入力日 担当者

き

り

と

り

線
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　桜が満開を迎え、恵みの雨を受け木々や植物が先を争って芽吹き、一気に春らし

くなった今日この頃、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか？　春から新緑の季節

へと移る頃、皆様に支部便りをお届けできると思います。

　今回の支部便りは、主に総会資料となります。今年の総会は、昨年に引き続き対

面での実施を計画しております。難病の方の在宅療養生活を支える難病診療連携

コーディネーターによる研修会や皆様との交流など、事務局一同準備をしてお待ち

しております。ぜひ、ご参加ください。

　社会や難病を取り巻く状況が変化する中、少しでも皆様のお力になれますように

活動を続けていきたいと思います。皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたし

ます。（あ）

編集後記
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